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石膏の施用が狭畦栽培を行 っ た根粒超着生ダイズ 品種作系4 号の

　　　　根系生育． 収量および 子実の 抗酸化活性に及ぼす影響
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　根粒超着生品種作系 4 号は 中二丈 が小 型 で あ る た め狭畦栽培に 適 して い る と考えられる．石膏 を施用 して 作系 4

号 の 狭畦栽培 を 行 な い ，根系生 育，収 量 お よび 子 実 の 抗酸化活性 に 及 ぼ す影響 に つ い て 標準栽増 と比 較 して 検討

した，狭畦 栽培 に よ りダ イ ズ の 根系生育 は抑制される が．収穫期 の 直根 重 は 石膏250kg施用 区 が 石 膏無施用区 よ

り増加す る傾向を示 した．狭畦栽培 に よ り収 量 の 増加が 認め られ た こ とか ら，多収を H的 とす る場合，作系 4 号

を用 い た 狭畦栽培が 有効 で あ る と考え られ る．ま た石 膏の 施用 に よ り狭畦栽培 ドで も収穫期の 直根重が 慣行栽培

区 と同 等 に な っ た こ とか ら，作系 4 号 を用 い て 狭 畦 栽培 を行う場合，石 膏 の 施用が 効果的で あ る と考え られ る．

　Effects　of　gypsum 　application 　on　growth ，　yield　and 　antioxidan し activity 　in　the　supernodulation 　soybean

varicty ，　Sakukei　4　with 　narrow 　row 　planting　were 　discussed．　The 　taproot　dry　weight 　per　unit 　capacity 　in

narrow 　row 　planting 　wi 毛h　gypsum 　 application 　of　250kg　at　thc　harvest　stage 　showed 　the 　salne 　value 　 of

normal 　row 　planting ．　Yield　of 　Sakukei　4　 with 　narrow 　row 　planting　showed 　comparatively 　high．　Accordingly

it　is　considered 　that　gypsum 　application 　wm 　increase　the　root 　system 　of　Sakukei　4　grown 　with 　narrow 　row

planting．
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　根 粒 超 着生 畆種作系 4 号 は，草丈が 通常品種 よ りも小 型

で あるた め狭畦 ・密植栽培 に適して い る と考えら れ る．し

か し狭畦 ・
密植 栽 培 を行 うと ダ イ ズの 根系生育が 抑制 され

る こ とか ら （荻原 ら　2006），小型 の 草型を示す作系 4 号

を 狭畦 で 栽培す る 場合 ，根系生 育を促進 させ る栽培法を検

討す る 必 要 が あ る．石 膏 はCa供給源 と して ，また 十壌改

良資材 と して 広 く利用 され て い る が，ダ イ ズ栽培 で 石 膏を

施用す る と根系生育が発達 し （鯨 ら 2003），子実収 量 が 増

加 した との 報告 もあ る （有原 ら　 1999），本試験 で は，石

膏 を施用 して 狭畦栽培 を行な っ た作系 4 号の 根系生 育 を慣

行栽培 と比 較 し，収量 お よ び子実 の 抗酸化活性 に 及ぼ す石

膏施用 の 影響に つ い て検討を加 えた．

　　　　　　　　　 材料 お よ び 方法

　試験 は 2005年 に 金 沢大学教育学部 の 実験 圃場 に て 実 施 し

た　品種 は作 系 4号 を 用 い ，播種 は 5 月26H に行 っ た．試

一66一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

験区は 標準区 （条問60cm × 株問10cm ）お よび 狭畦区 （条

問 30cm × 株 間 10cm ） と し，播種前 に 各試験 区 に 石膏 を O

kg／10a （以 ド同 じ単位），100  お よ び 250  施用 した の ち

耕起 した ．各試験区の 面積 は 10  （2m × 5m ）と し，反

復 は 設 け なか っ た．基肥 と して BBO56 （N −P205−KzO ：

10−25−16％ ） を20kgAOa 施 用 した．草丈，主 茎 長，卞 茎 節

数お よ び SPAD 値は各試験 区 の 10個体 に つ い て，7 月26囗

に 調 査 し た．LAI は Plant　Canopy　Analyzer （LI−COR ，

Lai−2〔〕00）を用 い て 3 箇所 に つ い て 8 月玉0囗に 調査 した．

根系 調査 は 開花期 （8 月 16口） と収穫期 （10月13日） に実

施 した，ダ イズ の 地上部を地際で 切断 して か ら畦 の 長 さ

50cm ．幅30cm ，深 さ 30cm 内の 十 壌を掘 り出 し，葉身．茎 ・

葉柄，直根 と側 根 お よ び根粒 に 分別 し，75℃ で 24時間乾燥

させ た 後 乾 物 重 を測 定 した．根 系調 査 は 各試 験 区 内 の 2 ヶ

所で 行 っ た，収穫期 （10月13日）に各試験区の 1nf内の株

を採取 し，単位面積あ た りの 株数を求 め ，そ の うちIO“kに

つ い て 総節数／株，さや数／株， 1 さや粒数 100粒重 を調

査 し10aあた りの 収量 を求めた．子実 の 抗酸化活性 は浜松

フ オ 1・ニ ク ス 社 （e −8801） の フ 2・トン カ ウ ン テ ィ ン グ装 鷹

を用い た微弱発光分析法（吉城 ら　 1998）に よ り評価 した．

抗酸化活性の 測定は 1試験 区 に つ き 3 反復と した．

　　　　　　　　　 結果お よ び 考察

　開花期 （7 月26囗）に お ける 草丈，主 茎 長，主茎 節数

SPAD 値お よびLAI を第 1表に示 した．狭畦栽培を行な っ

た試験 区で は，石膏 100kg施用区お よ び 石膏無施用区の 草

丈，主 茎 長お よ ひLAI の 値が 標準栽培区よ り有意 に 大 き く

な っ た．標準栽培試験 区 で は，石膏を100kgお よ び250kg

施用 した 試験 区 の 草丈お よ び t 茎長が 石膏 を施用 し なか っ

た 試験区 よ り高くなる 傾向が 認め ら れ た．また狭畦栽培区，

標 準栽培 区 と も に 石 膏 を 100kgお よ び250kg施 用 した 試 験

区の SPAD 値が 石膏無施用区に比 べ て 高くな る傾向が見ら

れ た．開 花期 〔8 月 16目） の 根系乾重を第 2表に示 し た．

直根乾重お よ び側根乾重は，狭畦栽培区の 値が標準栽培区

第 1表 開花期 に お け る作系 4 号の 生育．

処 理 区
石膏施用量　　 草丈

（kg／］Oa）　　 （cm ）

主茎長

（cm ）

主茎節数

（／株）

SPAD 値 LAI
※

標準

狭畦

LSD 　（p≡0，05）

2501000250100067．0 ± 2．3　cd

72．8 ± 2．9　bc

60．6 ± L6　 d

69．4 ± 1，3　cd

80，1± 2．O　ab

84．0 ± 2ユ　　a

　 6．2

47．7 ± 2，3

47．5 ± 2．4

39．0 ± 1．8

56，5 ± 2，0

588 ± 2761

，3 ± 1，6

　 6．4

CCbb

　

」

り

LD

Caaa

87 ± 0．669

± 0．67

．2士 0．678
土 0．475

± 0．67

，9 ± 0．8

　 n．S．

39，4 ゴ：1．2　 ab

38．9± 1．l　ab

37ユ± 1．4　b

39．9± 0，8　ab

42．5± 0．9　a

36，3 ± 0．8b

　 3ユ

3．5 」：0．2　bc

3．3 ± 0．2　bc

3．6 」： 0．l　bc

3，9 」：0，4　ab

55 ± 0．l　a

5．0 ± 0，2　ab

O8

平 均 値 ± 標準誤 差 （。− 10，
※

n 。3）．
異 な る ア ル フ ァ ベ ッ ト問に は 5％ 水準で 有意差あ り．
調査 日 ：7月26日．

第 2 表　開花期 に お け る作系 4 号の 根乾重，

処理 区
石膏施 用 量　 直根乾 重

（kg／10a）　　　（9 ）

側根乾重

　（9 ）

総根乾 重

　（9 ）

根粒乾重

　（9 ＞

標 準

狭畦

LSD　（p＝0．05）

250100025010009．3± 0．3a

9，6土 0，3a

8，4 ゴ：0，7　a

37 ± 0，1b

2．8 ± 0．6b

4．1 ± 0．4b

2．2

6，0 ± 0．66

，6 ± 0．56

，4 」： 1，22

ユ± 0．02

．0 」： 0．53

，4 ± 0．935

aaa

、
Dbba

15．4± 0，8

16．2± 0．7

14，8土 1．95

．8± 0．24

．8 士 1、18

．0 ± 1，4

　 5，6

め

a

曲

眈

眈

b

12．4± 0．8　a

6，7± 0．5　b

8，8」： 0．6　ab

59 ± 0．3　b

4．6 」： 0．6　bc

4．6 ± 0．5　bc

　28

平均値 ± 標準誤差 （n≡2），値 は単位容積内の 根乾重．
異なる ア ル フ ァ ベ ッ ト問 に は 5％ 水準で 有意差あ り．
調査 日 ；8月16日．
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第3 表　収穫期に お け る作系4 号 の根乾重，

処理区
石膏施用 量　　直根乾重

（  ／10a）　　　 （9 ）

側根乾重

　（9 ）

総根乾重

　（9 ）

標準

狭畦

LSD　（p＝0．05）

250100025010DO11ユ± 0．97

，5± 0．179

± 1．O

lO．4± 0．58

，1± 2．66

，1± 0．9n

，S．

4．0± 0．22

．5± 0．32

．7± 0．62

．2± 0．32

．0± 0．72

．3± 0，7n

．S．

15，0± 1．l

lO．0± 0210

．5± 1．612

．6± 0．9

10．2± 3．38

、4± 1．6n

，S．

平均値 ± 標準誤差 （n＝2），

調査 日 ：10月 13日．

値は．単位容積内の 根乾重，

第 4 表　収量お よび 収量構成要素．

処理 区　　石膏施用量　 株数／nf
※

　総 節数／株

　　　　　　（kg／10a）　 （本）

さ や 数／節

　 （個）

粒数 ／1さや

　 （個）

100粒重

　（9）

収 量 flOa

　（kg）

標準

狭畦

LSD （pニ0．05）

2501000250100013，010

．014

．023

．029

．022

．0

29，2 ± 25 　　a

33．2 ± 4．7　a

259 ± 0．9　 ab

22．3 士 1．2　ab

l9．1 ± 0．6　 b

24．8 ± 1，2　 ab

　 6．9

2．6 ±　0．2　ab

3．0 ±　0．1　a

3．0 ±　0．2ab

2．6 ±　0．1　ab

2．7 ゴ：　0，2　ab

2．2 ± 0．2b

O．5

1．4± 0．l　 ab

l．5± 0，0　a

l．1土 0，0　c

l．3 ± 0，1　 abc

l，2± 0ユ　　bc

l．3± 0，0　ab

O，2

282± 0．7

28．8± 0．5

29．5± 0，7

30．2± 1，5

30，7± 0，5

30．8± 1，0n

．S．

385，2415

，3338

，9510

．1550

．7491

ユ

平均 値 ± 標 準誤 差 （n ＝10．※ n ≡2 ）．
異 なる ア ル フ ァ ベ ッ ト間 に は5％水準で 有意差 あ り．
調 査 H ： 10月 13H ，

に 比 べ て小 さ くな る傾向が 認 め られ たが ，石 膏施用 の 影響

は認められなか っ た．標準栽培区で 石膏を250kg施用 した

試 験 区 の 根粒 乾重 は他 の 試験 区 よ り有意 に 大 き くな っ た．

収穫期 （10月13日〉の 根系乾重 を第 3表 に 示 した．直根乾

重 は石膏 の 施用 に よ り増加す る 傾向が 認 め られ た．特 に 石

膏 を250kg 施用 した 狭畦栽培 で は ．開花期 （8 月16日） で

は 直根乾重 が 標準栽培区 よ り有意 に低か っ た が，収穫期 で

は 石膏 を250kg施 用 した 標 準栽培 と ほ ぼ 同 じ直根乾重 を示

した，収量お よ び収量構成要素 を第 4 表 に 示 した．狭畦栽

培 区 の 収 量 は，単位 面 積 あ た りの 株 数 の 増 加 に よ り，標 準

栽培 区よ り多 くなる傾向が 認 め られ た．また標準栽培 区で

石膏 を100kg お よ び250kg 施用 した 試験区の 1 莢あ た りの

粒数 は，石膏無 施用 区 よ り有意に多か っ た．子 実 の 抗酸化

活性 を第 1 図 に 示 した．狭畦栽培 を行 っ た ダ イズ の 抗酸化

活性 が 高 くな る傾 向が 認 め られ た．ま た標 準栽 培，狭 畦 栽

培 と も，石 膏250kg 施用 区の 抗酸化活性 が 石膏無施用 と比

較 して 有意 に 低 くなる 傾向が 認 め られ た．
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標準〔25の　 標 準α00｝　 標 準ゆ　　 狭 畦｛250｝　 狭 畦｛100｝　 狭 畦〔O〕

試験区

　　　　　　第 1 図　子実 の 抗酸化活性能．
異英字間 に は 5 ％水準 で有意差あ り．括弧内の 数字 は石膏

施 用 量 （kg／lOa）．
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　狭畦栽培で 石膏 を施用 した 作系 4 号 の 根系生 育は ，開花

期で標準栽培 よ り劣 る もの の 収穫期 に なる と標準栽培区 と

差が な くな る まで 回復 した，狭畦栽培 で は石 膏施用 の 効果

が顕著 に 表れ る もの と考えられた．狭畦栽培 に よ り収量が

増加す る 傾向が 認 め ら れ，こ れ は 単位面積あた りの 株数 の

増加が 大 きく影響して い た，作系 4号 は，草型 は小型 で あ

るが，狭畦栽培 で は こ の 特性が 効果的 に機能 して い る と考

えられた．作系 4 号の 抗酸化活性で は 石膏 250kg施用区で

無施用区 よ り有意 に低 い 値を示 した．エ ン レ イ を用い た 試

験 で は 石 膏の 施用 で 抗 酸化活性 が 高 く な っ た （荻 原 ら

2004） こ とを考慮す る と，石膏 の 施用がダイズ 子実の 抗酸

化活性 に 及 ぼす影響 につ い て は，品種 や 栽植密度の 違 い も

含 め て 今後更 に検討す る 必要が ある．
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